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〇〇山噴火時等の避難確保計画 
【単独施設版】 

 

 

 
（凡例） 

下  線  部：該当する名称等を記載する（施設名、火山名、数字等）。 

     該当しない場合は削除する。 

太枠線内：関係者間で協議、調査した結果を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

令和〇年〇〇月 
 

 

 

施設名：〇〇館 
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（２） 避難誘導対応 

①利用者等への情報伝達（屋外から屋内への緊急退避の誘導等） 

施設の担当者は身の安全を図りつつ、放送設備・資器材（屋外スピーカー、拡声器等）で、屋外に

いる利用者等に噴火の発生を伝え、建物内への緊急退避を呼びかけるとともに、建物内にいる利用者等

に対しても、〇〇山が噴火したことを伝え、建物外へ出ないよう呼びかける。 

文案を下記に示す。 

〈屋外空間への広報〉 

ただ今、○○山が噴火しました。ただちに、建物内へ避難してください。 

繰り返します・・・・・ 

 

〈建物内〉 

ただ今、○○山が噴火しました。建物の外に出ないでください。 

また、建物内のより安全な場所へ誘導しますので、係員の指示に従ってください。 

繰り返します・・・・ 

 

 

②建物内の緊急退避誘導（屋内の移動） 

大きな噴石が予想される際の緊急退避は、利用者等を建物内のより安全な場所に誘導する。入りきれ

ない場合には、なるべく建物内で上階のある箇所の下に誘導する。誘導後、マスク、ヘルメットを配布

する。 

建物内のより安全な場所へ至る経路図は以下のとおりである。 

 
 

図３ 〇〇館内のより安全な場所・経路図 
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② 建物内のより安全な場所 

当施設の建物内のより安全な場所は下図のとおりである。今後、必要に応じて、「活火山における避

難壕等の充実に向けた手引き」を参考に、施設の強化に努める。 

 
 

 

図５ 〇〇館内のより安全な場所 
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（２）噴火警戒レベル表 

 
  




